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1. 報告事項

①食器デポジット実施状況

８月５日 青葉台夏祭り 使用食器 800 個

新浜夏祭り 使用食器 300 個

８月 19 日 富士市役所職員祭 使用食器 500 個

９月２･３日 下田観光協会ビッグシャワー 使用食器 300 個

② 8 月 29 日「知事とのびのびトーク」富士、富士宮地区から７名出席 富士宮福祉会館

富士市：当会小野、松岡製業、ＮＰＯ富士山検定代表の２８歳の若者２人。

富士宮市：佐野萬肉店、村山古道復元保存会会長、富士宮観光ボランティア

ホールアース自然学校 他県庁職員多数

当会の活動報告と、富士市のごみの現状、他の環境都市の現状等がお話できま

した。「そのごみ量を何とかしなくてはいけないですね。特にこの富士山周辺都

市は急務ですね。」と言うコメントがいただきました。

知事から、県の工業技術研究所と王子製紙の製紙スラッジほぼ１００％活用の

お話がありました。かなり自然体でいろいろお話ができました。

③ ８月９日 静岡県循環型社会形成計画県民説明会 沼津市立図書館 縣、時田参加

1. 「静岡県循環型社会形成計画」について、県からの説明

“まずは１割”ごみ削減運動の取り組み

2. 市町の取り組み（沼津市、御殿場市からの事例報告）

3. 市民の取り組み（NPO 法人エコハウス御殿場からの事例報告）

4. 感想

 県民説明会といっても、西・中・東の３箇所のみで、ここ東部でも参加者

は、市町村担当者（富士市は環境衛生課）と市民団体（高齢者が多い）の



約 100～150 名程度。これで県民に説明したことになるのか。

 一般廃棄物に関しては、当然のこととして、県の施策と市町村の施策のマ

ッチングが問題。

５＜ごみ減量標語＞ 見つけよう、暮らしの中のもったいない

④9 月 3 日 第 2 回もったいない音楽会 ごみを考える会主催 男女共同参画室共催

５０名ほどの参加がありました。いろいろバッティングが多く参加できなかった方々もた

くさんいらしたと思います。是非まだの会員の皆様もご参加ください。

１， カナダノバスコシア州見学記（竹内理事、宮野理事）徳島県上勝町（小野）

２， ごみゼロおもしろクイズ（梅原理事）

３， 富士市の新しいごみ分別難でも質問（時田理事）

４， 風呂敷のいろいろ（石川さん、岸本さん。宮野さん）布草履（ハートボックス）

５， ごみゼロ替え歌

６， フォークソングトンビの皆様とても楽しかったです。ありがとう！

予定

次回例会 ９月２１日（木） ９時３０分より１２時 フィランセ３F 団体研修室

消費連生活展 ９月２３日（土） １０：００～１３：００ フィランセ西館２Ｆ 別紙参照

福祉まつり食器デポジット １０月１５日（土） お手伝い募集 詳細は、別紙で後から送信。


